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こ
の
計
画
を
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め
に
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市
民
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み
な
さ
ん
と
行
政
と
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協
働
に
よ

り
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新
し
い
ま
ち
づ
く
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い
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し
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う
。

将来像の実現に向けて、まちづ

くりの５つの原則に沿い、「選択

と集中」による戦略的な施策を

進めていきます。

政策の体系

■人権施策・同和対策の推進と人

　権教育の推進

■男女共同参画都市とっとりの実現に   

　向けた市民啓発、市民運動の促進 など

人権が尊重されている社会と思う市民の割合
　18.7 ㌫ (H16) ⇒ 60 ㌫ (H27)

実施計画では

▽ 部落解放研究集会などの開催、啓発

　冊子の作成・配布、人権に関する活

　動を行う関係団体に対する助成

▽男女で進める地域活動ネットワー

　ク会議の開催など、男女共同参画

　活動団体の育成・支援　など

7 人権尊重都市の実現
■伝統文化、歴史資源の保存・伝承

■芸術家、指導者の育成、能力の活用など

文化団体への加入者数
　11,090 人 (H16) ⇒ 20,000 人 (H27)

実施計画では

▽ 鳥取城保存整備

　基本設計の策定、

　天球丸石垣修理

▽史跡栃本廃寺の

　整備、因幡国庁跡の四阿（東屋）の

　修繕、仁風閣外壁塗装修理、美歎水

　源地の保存整備

▽図書館情報管理システムの統合  など

8 地域文化の振興

■農林水産業の担い手づくり

■特産物の生産振興と消費の拡大 など

学校給食の地元産食材の使用率
　39.1 ㌫ (H16) ⇒ 50 ㌫ (H27)

実施計画では

▽ 鳥取地域ブランド農産物の育成支援

　（販売戦略、産地形成戦略の策定、各

　種支援）

▽ 農業ビジネス

　スクール（仮称）

　の活用による新

　規就農者の指

　導･育成　など

9 新たな農林水産業の振興

■先端的技術開発と起業化の支援

■企業誘致の推進と物流の強化  など

新・増設企業件数（企業誘致含む）
　Ｈ 27 までに、新たに 11 件

実施計画では

▽ 鳥取ブランド                      

　商品の開発・販

　路拡大の支援

▽新技術や新製品

　の開発を目的と

　した産学官の共

　同研究に対する

　補助　など

10 地域に根ざした商工業の振興

■ 各地域の防災委員の育成、防災情報

　ネットワークの構築などの防災対策

■自主防犯活動の活性化   など

自主防災組織数
　764 団体 (H16) ⇒ 831 団体 (H27)

実施計画では

▽ 防災行政無線の整備、河川の洪水

　ハザードマップの作成

▽安全で安心なまちづくり基本計画

　の策定、防犯ボランティアリーダ

　ーの養成、自主防犯活動団体への

　支援　など

11  防災・防犯対策の強化

※実施計画は、事業の進ちょく状況
を踏まえ、毎年、必要な見直し（ロ
ーリング）を行うこととしています。
総合計画は、本市ホームページのほ
か、市役所本庁舎・駅南庁舎、各総
合支所でご覧になれます。

問い合わせ先　
市役所本庁舎総合計画策定チーム
 （0857）20-3153
電子メール
kikaku@city.tottori.tottori.jp

▲人が輝き  まちがきらめく  快適・環境都市  鳥取

〈鳥取市の将来像〉

「個性」を活かした

まちづくり

「連携・交流」による活力に

あふれるまちづくり

市民が主役の「協働」による

まちづくり

自己決定による「自立」した

まちづくり

世界と手を結び未来へ「飛躍」する

夢のあるまちづくり

〈まちづくりの５つの原則〉

夢があり誇りのもてる20万都市づくりビジョン

〈まちづくりの基本政策〉

明日を担う人づくり

自然と社会が調和した環境づくり

交流と文化によるまちのにぎわいづくり

コミュニティを中心とした地域づくり

安心でいきいきとした暮らしづくり

地域を支えるものづくり

効率的で質の高い市役所づくり

地域の特性を活かした計画的なまちづくり


